
災害ゴミについて 
☑『災害で発生した一般廃棄物（災害ゴミ）は無料で処

理します』 

【対象物】 

●災害が原因で一般家庭から発生したゴミ 

【処理方法】 

●可能な限り分別を行い、衛生センターまで持ち込んで

ください。 ●村指定のごみ袋に入れる必要はありません。 

●役場住民課でり災証明を申請してください。 

【受付期間】●平日の午前９時～午後４時 

【問】衛生センター ☎０７４６（６３）０３９１

 

土砂ダム関連 

☑土砂ダム水位表示の変更 
水位の表示について、１０月５日まで水位及び水位差で

お知らせしていましたが、今後は、「水面高」と「満水にな

るまでの概ねの高さ」で表示します。今回、航空レーザ測

量を実施した結果、これまでの測量よりも精度の高い結

果が出たため、設定値を変更しました。 

なお、「満水になるまでの概ねの高さ」は、１０㎝単位で

幅をもって表示します。 

満水になるまでの概ねの高さ（１０月１０日１６：００現在） 
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道路やライフラインなど徐々に復旧し始めましたが、

土砂ダムの脅威はまだ続いています。明治の大水害で

十津川郷は大きな被害を受けましたが、先人たちは不

屈の精神で村を復興させました。当時の苦労を思い、十

津川人魂で復旧・復興に向けて頑張りましょう。 

 

被災者支援 

県税の減免など 
☑『申告などの延長・猶予について』 

災害で、期限までに県税の申告・納付などができな

い方は、その期限が延長されます。 

●県が一律に期限を延長しているもの→村にお住まいの

方及び主たる事務所などが所在する法人などが対象。 

☑『住宅・家財・事業用資産などが被害を受けた方へ』 

●個人の事業用資産に被害があった場合→損害の程

度に応じ、個人の事業税額が減免される場合がありま

す。●災害にあった日から３年以内に、その代替不動産

を取得した場合→代替不動産の取得に対して課される

不動産取得税の税額の一部が減免されます。●被災

前に取得した不動産に係る不動産取得税について→

損害の程度に応じ、減免される場合があります。●特別

徴収義務者の方が軽油引取税額を災害で失ったとき

→失った税額の納入義務が免除されます。 

�『自動車が被害を受けた方へ』 

●災害で自動車が滅失または使用不能となった場合

→当該事実が発生した月の翌月以降の自動車税額が

減額されます。 

【問】吉野県税事務所 ☎０７４６（３２）２６８７

この臨時号は、１０月１０日（月）時点の情報をもとに作成しています。 
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←土砂ダム緊急対策工
事の手順例（赤谷） 
 
① ポンプ設備の設置・稼働⇒

池の水位低下 

② 暗渠排水の設置⇒施工中

の水位の上昇抑制など 

③ 防護土堤の設置⇒斜面崩

壊の進行による堆積土砂の

不安定化抑制 

④ 仮排水路の設置⇒緊急対

策として堆積土砂の安定化

※長殿・栗平でも、同様の緊急

対策工事が行われます。 

準備工～STEP1：排水ポンプ設置 

STEP2：暗渠排水設置～STEP3：防護土堤 

STEP4：仮排水路の整備 

① 仮排水路造成 
② 護岸工事 

① 倒木処理 

② 重機用搬路造成 
③ 暗渠排水設置 
④ 防護土堤設置 

① 工事用道路 
② 進入路設置 

③ 排水ポンプ設置 

堆積土砂 

工事用道路 

進入路 

排水ポンプ 堆積土砂 

・降雨による池の水位上昇を抑制 
・斜面崩壊の進行で土砂ダムが不

安定となることによる対策 

池 

池 

池 

・河川の緊急対策としての安定化 

暗渠排水 

仮排水路 

重機用搬路 暗渠排水

仮排水路

進入路

堆積土砂

堆積土砂

堆積土砂

防護土堤

横断図縦断図 



 

☑長殿と栗平の緊急対策 
長殿地区、栗平地区にできた土砂ダムの緊急対策

工事を国土交通省が行なうことが、１０月８日に決定。 

 

【長殿地区】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長殿 緊急対策工事計画平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概略工程表（緊急対策工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※工程は降雨による作業中止を見込んでいます。 
※工程は今後の天候に大きく左右されます。 
※対策工は現在検討中のため、今後変更の可能性があります。
※緊急対策工事完了後に恒久的な対策工事を実施します。 

 

【永井ドロの監視状況】 
現在、県が水位計を設置し監視を行なっていて、今

後の対応を検討しています。また、満水までの高さが２

ｍを観測した場合、避難勧告を発令します。 

満水になるまでの概ねの高さ（１０月１０日１６：００現在） 

５．９２ｍ←※自治体放送で随時掲示しています。 

 

【栗平地区】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
概略工程表（緊急対策工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※工程など左の長殿地区に同じ 
※護岸工事は引き続き施工します。 

 

地割れ関連 
●沼田原地区／県が調査中。今後、監視・観測機器

を設置する予定です。 

●桑畑櫟砂古地区、今西地区／現在、国土交通省が

調査中。今後、関係機関で対応を検討していきます。 

 

道路情報 
●国道１６８：宮井～新宮は１０月１４日午前６時に通行止解除。 

●国道１６８：桑畑櫟砂古は１０月７日に応急工事完了。 

●国道１６８：折立橋は１０月末を目標に復旧作業中。 

工  種 
準備工 

ポンプ排水設備設置 
ヘリポート 

重機搬入組立 
防護土堤設置 
仮排水路掘削 
仮排水路護岸工事 

工事用道路 

仮設桟橋設置 

進入路設置 

数量 
１ 式 
１ 式 

約２０㎡

１ 式 
約２５０ｍ 
約４００ｍ 
約４００ｍ 

約２５０ｍ 

約１５０ｍ 

約 1 ㎞ 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

工  種

準備工

ポンプ排水設備設置

ヘリポート

重機搬入組立

防護土堤設置

仮排水路掘削

仮排水路護岸工事

数量

１ 式

１ 式

約２０㎡

１ 式

約２５０ｍ

約５２０ｍ

約５２０ｍ

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
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十津川高校・小中学校情報
☑『十津川高校再開』 

台風１２号の影響で９月２日から休校していた十津川

高等学校（生徒１５９人）は、１０月１１日に再開。休校中は

課題プリントの郵送など通信教育の形で対応されてい

ました。 

☑『こだませ！子どもたちの元気な声』 
小中学校の運動会(運動発表会)情報はこちら↓ 

●１０月２３日（日） 折立中学校グラウンド（折立） 

平谷小・折立中・みどり保育所 

●１０月２３日（日） 西川第二小学校グラウンド（出谷） 

西川第二小・出谷幼児教室 

●１０月３０日（日） 西川中学校グラウンド（重里） 

西川第一小・西川中 

●１１月 ３日（木） 十津川第一小学校グラウンド（小原） 

十津川第一小・小原保育所 

●上野地中：未定（調整中）、小原中：実施済みです 

 

ＨＯＴ情報 

☑『御所中の３年生１０３人が市内６か所

で募金活動』 
御所市立御所中学校（田中祥元校長）の３年生１０３

人が十津川村を支援するため、４日に市内６か所で義

援金の募金活動を行っていたという新聞記事を目にし

ました。「自分たちで出来ることがしたかった。ちょっとで

も手助けになったら」と、画用紙に書かれた「十津川義

援金」「再び笑顔を」を掲げて、道行人に義援金の募

金を呼びかけていたことに、ただただ感謝の気持ちが

溢れました。「復旧・復興の糧となります。御所中学校３

年生のみなさん、ありがとうございました」 

 

村民の足 

☑『村営バス一部区間運行再開』 
９月２日から運休していた村営バスが、６日から一部

で運行を再開しました。 

【運行再開路線】●部分運行路線/８路線/本線、内原

線、大野線、瀞八丁線、那知合線、七色・本宮線、旭

線、谷瀬線  ●完全運行路線/高森線(毎週火曜)、

果無線(毎週月曜)、高滝・武蔵線(毎週月曜) 

※那知合線は、山手～十津川温泉、谷垣内～役場前

～十津川温泉/※七色・本宮線は、十津川温泉～櫟

砂古/※旭線は、旭橋～上野地/※谷瀬線は、小栗栖

～上野地で運行 

― 折立口～折立山崎間は徒歩で乗り継ぎ ― 

このため、時刻表の時間より遅れる場合がありますの

でご注意ください。 

【運休路線】災害規制、警戒区域などで運休/７路線/

神納川線、二津野線、今西・松柱線、西中大谷橋線、

小坪瀬線、迫西川線、上湯川線 

県の派遣支援 

県の職員派遣支援は、現地災害対策本部を設置

し、仮設住宅や中小企業融資制度、災害救助法関係

など業務の支援をいただいています。そのほか、道路や

林業等被害調査及び保健・医療活動などにも職員の

派遣をいただいています。 

●第１陣（９月 ９日～１６日：藤井本部長ほか２０名） 

●第２陣（９月１６日～２３日：同上） 

●第３陣（９月２３日～３０日：吉井本部長ほか２０名） 

●第４陣（９月３０日～１０月７日：吉井本部長ほか１３名）

●第５陣（１０月７日～１４日：藤井本部長ほか９名） 

 

県の動き 

☑『将来の地域づくり、１００年の大計にふ

さわしい計画づくりを』 
台風１２号の豪雨被害からの復興に向けた体制を強

化するため１０月７日、県が「台風１２号災害復旧・復興

推進本部」を設置しました。災害に強い道路づくりや打

撃を受けた林業と観光業の再生などの復興ビジョンの

策定や県庁内に「復旧・復興推進室」の設置が１３日に

予定されています。 

 

お礼と要望 

１０月７日、更谷村長と太田五條市長が県庁を訪れ、

知事にこれまでのお礼と要望を行いました。 

［自衛隊派遣について］ 

(要望)行方不明者の捜索に自衛隊の協力が不可欠で

あるため、今後も派遣を続けていただきたい。 

(回答)自衛隊法派遣の条件では公共性、緊急性、非

代替性が基本です。できる限りの捜索をするのが基

本になるのではと考えます。少しでも早くひとりでも多

くの方をお救いできるように全力で捜索をします。 

［河川に溜まった土砂について］ 

(要望)村の２６０㌶の山林が崩れている。この土砂が川

に流れ平均４ｍから５ｍ川底が上がっている。このま

までは次の台風が来ればまた別の橋が落ちるかも

知れないし、民家が流させる可能性もある。この土砂

の処分方法を考えないといけないが、持ち出すため

には今の道路では持たない。国土保全や環境保全

の村だという観点からすると、国策でやってもらわな

いといけないと思っていますがどうでしょう。 

(回答)国の関与も理屈があっていまのところ難しいよう

ですがお願いしてみます。 

また、奈良国道事務所にもお礼と引き続きの要望を行

いました。 

 

復興に向けて 

☑『更谷村長共同インタビュー（１０月３日）／

３ 



 

 

村から伝えたいこと』 

●１か月を振り返ってみて感想は。 

→多くの皆さんの支援のおかげで、徐々にですがライフ

ラインも復旧してきています。ご支援いただいている皆

さんに感謝しています。ただ、土砂ダムの脅威は続いて

いるため、１日でも早く解決していきたいと思っていま

す。また、山林崩壊で河川に流れた堆積土砂を解決し

ないと前に進めません。明治の先人たちから受け継いで

いる村の１日でも早い復興に向けて、覚悟を決めて取り

組んでいます。 

●村長にとってこの１か月は長かったか。 

→皆さん本当に頑張っている姿や、いろんな励ましの手

紙をいただき、本当に村を愛していただいているのだな

と、自分の生まれたところを愛しているのだなと感じまし

た。「へこたれない」という村民の言葉に胸が熱くなりま

した。先は長いですが復興のスピードは緩めません。 

●警戒区域の解除は土砂ダムの水が抜けきるまで解

除できないのか。 

→安全性が増せば、徐々に水抜きなど整備を行い、危

険度が無くなれば解除は出来ます。１日でも早く、住み

慣れた自分の家に戻ってもらいたいと思っていますが、

命を最優先に考えているため、危険なところへ帰ってく

ださいとは言えません。安全だという情報を国からいた

だき相談していくしかありません。 

●安全の根拠は？国土交通省の情報ということか。 

→それしかありません。あとはそれを村民に伝えること

が村の責任です。 

●まだ、たくさんの村民が行方不明となっているが、ど

のように受けて止めているか。 

→行方不明者の捜索は、皆さんの協力をいただき、ず

っと捜索を続けています。ご家族の気持ちを思うと早く

見つかってほしいと、いつも捜索にあたっている皆さんに

お願いしています。 

●今の村民の方々の様子や暮らしについて 

→まだ自宅に帰れない方々の一日も早い帰宅を望ん

でいます。課題はたくさんありますが、１か月が過ぎて皆

さんにお会いする時間を持てた時、少し心が緩みまし

た。これは村民のみなさんのおかげです。 

●復興に必要なものは？どのような復興政策を進めて

いくのか。 

→復興は、村民一同、心が切れることなく立ち向かって

いくことが必要だと考えています。村内の各所で起きた

山林崩壊で、ほとんどの河床が４～５ｍ上がりました。土

砂の排除を徹底的にやらないといけません。また、村は９

６％が山林であり、保有山林として、国土保全や環境保

全への大きな役割を担っています。中山間の意義や十

津川村の存在価値を再認識し、国策で国と共に復興

に向けて施策を進めていくことが重要であり、ここに住む

者自身が心切れたらいかんと思っています。 

●村民の気持ちが切れないようにという一方で、先は

長いということについて、どのように心を切らさないバラン

スをとるのか。 

→まずは、道を通さないことには今のままでは観光にも

来てもらえず、商売をされているところは復旧できませ

ん。消防団など、各地域で自分の命は自分で守るのだ

と本当に一生懸命やっていただいています。自分たち

の地域は自分たちで守る、こんなことで負けるか、という

十津川の心意気があります。答えになりませんが、こん

な思いを持っています。 

●今後の課題や村の方針などについて。 

→どういう道が安全なのか、整備してもらった道路がこ

の村を救ってくれたことを再認識しました。道は命であ

り、国道や県道整備については、国と地方の役割を考

えながらこれからも訴え続けていく必要があります。村の

基幹産業である林業や観光は壊滅的な被害を受けま

したが、ただ「助けてくれ」と支援を求めるだけではなく、

村民が一丸となって復旧に取り組むことが大切だと思

っています。その姿が村民同士あるいは村外の方々に

勇気や元気を波及させ、村の復興につながっていくと

思っています。 

●復興計画について具体的な目途と内容について。 

→この村で安全な場所はないのではと言われるが、先

人たちは１０００年も生きてきました。危ないから住めない

というとみんな村を出ていってしまいます。村に住むため

には、経済の発展、雇用の発生をどうするか、また、安全

な場所はどこか、先人からの知恵を受け継いでやってい

かなければいけません。ただ、嬉しいのは「この村を捨て

ない」という村民の言葉。やはり自分たちの地域を離れ

ることは出来ません。コミュニティ対策も必要です。荒井

知事が「ミニ十津川構想」を打ち出されました。村の外

ではなく、この十津川の中にそういう場所をという大きな

示唆を与えていただきました。木に関するもので６次産

業化など、いろんな知恵を絞り課題に挑戦したいと考え

ています。やることから始める、あとはやる気です。 

 

あとがき 

「村内に住んでいる子どもたちが集まり、区と区のつ

ながりを図る全村規模の競技をやってはどうだろうか」

昭和２２年、敗戦の混乱期に疲弊した村民に明日への

活力と生きがいを求め、当時の方々が実現させた「村

体」。その体育大会も、今年は台風災害で中止となりま

した。そんな中、「子どもたちを元気にするために大人が

元気なところを見せたい」と、保護者で作る「おやじの

会」が立ち上がり、「みんなの運動会」を企画。体育大

会と同日の９日に実施されました。 

「新たな危機に村民が一丸となって立ち向かうこと」

先人の方々から受け継がれた十津川人魂がそこには

ありました。 
（みんなの運動会：昴の郷多目的広場で） 

４ 


